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お
米
に
関
す
る
全
て
を
扱
う

オ
ー
ル
ラ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
®

　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
創
業

の
『
ナ
カ
リ
』
は
白
米
、
無
洗
米
、

炊
飯
米
と
い
っ
た「
主
食
米
」か

ら
清
酒
用
、
米
菓
用
、
味
噌
用
、

ビ
ー
ル
用
な
ど
の
「
加
工
用
米
」

ま
で
、
す
べ
て
の
米
穀
の
加
工
販

売
、
精
米
、
販
売
を
行
う
「
国
内

産
米
の
オ
ー
ル
ラ
イ
ス
メ
ー

カ
ー
Ⓡ
」
だ
。

　
中
で
も
主
力
で
あ
る
加
工
用

米
の
特
定
米
穀
は
全
国
ト
ッ
プ
の

取
り
扱
い
量
を
誇
り
、独
自
の
異

物
除
去
装
置
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
、品
質
管
理
な
ど

安
全
・
安
心
を
徹
底
し
て
追
求
。

業
界
最
大
の
約
３
万
ト
ン
と
い
う

自
社
所
有
米
穀
量
に
よ
り
、年
間

を
通
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
へ

安
定
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

社
員
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

　
今
年
創
業
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
同
社
は
、時
代
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
米
穀
業
界
の
発
展
な
ど
、

常
に
挑
戦
を
続
け
て
き
た
。環
境

保
全
活
動
や
地
域
の
課
題
解
決
、

職
場
環
境
づ
く
り
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
も
挑
戦
の
一
つ
だ

が
、
根
底
に
あ
る
の
は「
会
社
は

社
員
が
幸
せ
に
な
る
場
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
だ
。

　
同
社
で
は
、社
員
自
ら
が
自
分

た
ち
の
働
き
方
を
考
え
、実
践
し

て
い
る
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
自
分
事
」と
し
て
捉
え
る
こ
と
。

例
え
ば
自
分
の
部
署
で
問
題
が

あ
れ
ば
、情
報
を
発
信
し
共
有
す

る
。他
の
部
署
の
社
員
は
そ
れ
を

自
分
の
部
署
の
問
題
と
し
て
捉
え

共
感
し
、
納
得
し
て
協
力
す
る
。

そ
し
て
社
員
全
員
で「
共
走
」す

る
。そ
の
た
め
に
社
員
の
多
能
工

化
を
進
め
た
結
果
、部
署
の
垣
根

を
越
え
て
助
け
合
う
風
土
が
生

ま
れ
、
生
産
性
向
上
や
社
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に

繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
福
利
厚
生
の
充
実
ぶ
り
も
見

逃
せ
な
い
。
30
分
単
位
で
有
休
を

取
得
で
き
る
時
間
休
制
度
、年
５

日
間
の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ

た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な
ど
、
気

兼
ね
な
く
休
め
る
制
度
が
整
っ
て

い
る
。ま
た
急
な
休
み
に
も
理
解

が
あ
る
職
場
な
の
で
、ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
が
変
化
し
て
も
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
。同
社
な
ら
、

新
し
い
１
０
０
年
も
社
員
が
幸
せ

に
働
け
る
会
社
で
あ
り
続
け
る

だ
ろ
う
。
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■1 精米HACCAP認定を取得した主食用精米工場の出荷作業。コンベヤからパレットへ製
品を移載するパレタイザーも稼働し効率化を図る。■2 中央操作室で玄米の受け入れから精
米まで製造ラインの集中管理を行っている。■3 約３万トンを保管・管理できる倉庫と資金
力によって業界最大のストック力（自社所有米穀）を誇る。■4 精米後はメーカーと共同開
発したナカリ特別仕様の選別機で異物やヤケ米などを取り除く。異物除去精度も日本一を
目指している。■5 製品化したコメの白度や味度値、食味値などを計測して品質検査を行う
ほか、実際に炊飯器で炊いて食べる官能検査も行う。■6 学校でSDGsの取り組みを講演す
る機会も増えている。SDGsに触れる機会をつくりパートナーシップの輪を広げている。

　米を商材にしていることに興味を持ち、ホームページを見ても
分かる通り、信頼できる会社だと思い入社を決めました。担当す
る主食用米は生活の延長上にあり、店頭で商品を見るとやりがい
を感じますし、「これは俺が作ったんだよ」と家族に話せることが
嬉しいです。製品は袋の印字を１つ間違えば出荷停止になります。
人の口に入るものなのでミスをしないようにいつも細心の注意を
払い、丁寧に扱うことを心がけています。入社して感じるのは、い
ろいろなことに「挑戦」する会社だということ。一つひとつ取り組
んでいることが働きやすさに繋がっていると思います。

【名前】藤浦 大輔　【在籍年数】3年5ヵ月
【配属】生産管理部主食用精米工場

生活の延長上にある身近なお米
俺が作ったんだよと自慢できます

profile

挑戦する
会社です

■設　　立  1956年
■代　　表  中村 信一郎
■資  本  金  8,000万円
■従業員数  66人（男56人/女10人）

〒981-4271
加美郡加美町羽場字山鳥川原9-28-4
TEL／0229-63-3167
FAX／0229-63-7528
https://www.nakari.jp

求人情報会社情報
■初 任 給

■福利厚生

■休日休暇
■職　　種

大学院・大学卒190,000円、短大卒180,000円、高校卒160,000円、
中途160,000～240,000円
健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険、退職金制度（勤続３年以
上）、確定拠出年金制度、社員旅行、３大疾病サポート保険、ほか
101日、有給休暇（時間単位取得可）・特別休暇
総合職

■インターンシップ受け入れ／あり　■大学生アルバイト受け入れ／なし
■採用担当者連絡先／TEL0229-63-3167（経理部 角田 浩志）
　　info@nakari.jp ※ホームページお問合せフォーム

■採用までの流れ
① 書類選考
② 工場見学
③ 一次面接
④ 最終面接
⑤ 内定通知

■CORPORATE
　RESEARCH

□ 会社案内請求
□ 自社説明会
□ 会社見学

マイナビ リクナビ

採用ページはコチラから

品質・数量ともに日本一を目指す
加美町発、米穀業界のトップランナー

ナカリ株式会社
製造業

 file13

会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？

先輩インタビュー


